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４
月
11
日
、
中
学
校
新
校
舎
を
町
民
の

皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
開

放
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く

の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
外
か
ら

１
０
０
名
を
超
え
る
見
学
者
が
訪
れ
ま
し

た
。 ま

ち
の
話
題

　

４
月
８
日
の
中
学
校
入
学
式
を
皮
切
り

に
９
日
に
は
小
学
校
、
12
日
に
は
幼
稚
園

で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
、
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
中
学
生
66
名
、
小
学
生
68

　

来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
照
明
の
明
る
さ

を
確
認
し
た
り
、
真
新
し
い
机
や
い
す
の

感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全

教
室
に
備
え
付
け
ら
れ
た
液
晶
モ
ニ
タ
ー

や
エ
ア
コ
ン
な
ど
、
最
新
設
備
に
満
足
の

様
子
で
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
教
科
教
室
型
の
授
業
ス
タ

イ
ル
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
従
来
か
ら

の
理
科
、
美
術
教
室
な
ど
に
加
え
、
国
語
、

英
語
、
社
会
、
数
学
の
専
用
教
室
を
備
え

て
い
ま
す
。ま
た
、国
語
・
英
語
及
び
社
会
・

数
学
の
教
科
研
究
室
も
新
設
さ
れ
、
よ
り

専
門
的
な
授
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
校
舎
が
有
意
義
に
活
用
さ
れ
、

さ
ら
な
る
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
新
校
舎
を
一
般
開
放

ま
ち
の
話
題

希
望
あ
ふ
れ
る
新
生
活
ス
タ
ー
ト

名
、
幼
稚
園
児
72
名
が
入
学
・
入
園
し
、

中
学
校
全
体
で
は
２
０
１
名
、
小
学
校
全

体
で
は
４
２
７
名
、
幼
稚
園
で
は
２
１
２

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
、
入
園
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
14
日
、
山
口
県
税
務
課
徴
収
対
策

班
の
杉
山
潔
主
査
他
５
名
に
和
木
町
職
員

と
し
て
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
、
主
に
税
の
未
納
者
に
対
す
る
納
付

指
導
と
徴
収
、
悪
質
滞
納
者
の
差
し
押
さ

え
な
ど
を
町
税
務
課
職
員
と
と
も
に
行
い

な
が
ら
、
徴
収
事
務
に
つ
い
て
指
導
に
あ

た
ら
れ
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

県
税
務
課
職
員
に
併
任
辞
令

杉山　潔さん
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３
月
31
日
に
田
淵
ハ
ネ
子
さ
ん
が
、
満

90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長

寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
淵
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
岩
国
警
察

署
和
木
警
察
官
駐
在
所
長
と
し
て
村
上
臣

太
朗
さ
ん
（
巡
査
部
長
）
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
「
岩
国
警
察
署
で
の
勤
務

は
三
度
目
に
な
り
ま
す
が
、
駐
在
所
の
勤

務
は
初
め
て
で
す
。
こ
こ
、
和
木
町
で
地

域
に
密
着
し
た
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と

心
意
気
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

消
防
東
出
張
所
長
に
吉
本
さ
ん

ま
ち
の
話
題

警
察
官
駐
在
所
長
に
村
上
さ
ん

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰田淵 ハネ子さん

村上 臣太朗さん

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
の
４
月
の
人
事
異

動
に
伴
い
、
中
央
消
防
署
東
出
張
所
長
と

し
て
吉
本
盛
之
さ
ん
（
消
防
司
令
）
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
本
さ
ん
は
「
消
防
の
使
命
で
あ
る
火

災
、
救
急
、
救
助
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
、身
体
、

財
産
を
お
守
り
し
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
精
一
杯
職
務
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
防
災
行
政
に
つ
き
ま
し
て
、
今
後

と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉本 盛之さん

　

４
月
24
日
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
瀬
田
４
丁
目
わ
き
あ
い
あ
い
苑
隣
り
）

に
芝
生
が
植
え
ら
れ
、
13
名
の
中
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
業
に
参
加
。
ま
た
、
作

業
終
了
後
に
は
施
設
の
利
用
者
が
作
っ
た

焼
き
た
て
の
パ
ン
が
中
学
生
た
ち
に
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ
た
パ
ン

は
、
５
月
23
日
に
開
催
予
定
の
「
蜂
ヶ
峯

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
」
で
販
売
を
行
う
予
定

で
す
。
来
ら
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　

障
害
を
持
っ
た
方
の
社
会
的
活
動
や
経

済
的
な
自
立
を
促
し
、
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
の
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
再
編
交
付
金
を
活
用
し
、

既
存
の
在
宅
ケ
ア
モ
デ
ル
住
宅
を
改
修
し

た
も
の
で
、
施
設
内
に
は
パ
ン
を
製
造
す

る
た
め
の
機
械
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
活
動
開
始

　

４
月
22
日
、
和
木
町
文
化
協
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
中
正
紀
（
和
木

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
）
議
長
の

進
行
で
全
て
の
事
業
計
画
、
予
算
・
決
算

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
、
会
長
・

岡
本
勝
之（
再
）、副
会
長・海
井
朗
弘（
再
）、

副
会
長
・
島
﨑
こ
ず
え
（
再
）、
会
計
・
杉

野
田
鶴
子（
理
事
）、監
事・太
田
俊
裕（
再
）、

元
浄
公
昭
（
理
事
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

ま
ち
の
話
題

文
化
協
会
総
会

村中正紀議長

 退任された
松並千佳子さん
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司
会
▼
昭
和
38
年
に
山
口
国
体
の
事
務
局

と
し
て
携
わ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、当
時
の
様
子
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
本
さ
ん
▼
当
時
、
私
は
28
歳
、
教
育
委

員
会
に
所
属
し
て
お

り
ま
し
た
。
国
体
開

催
の
約
３
年
前
、
当

時
の
善
岡
村
長
に
呼

ば
れ
、「
国
体
の
事

務
局
を
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
辞
令
が
出
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
競
技
の
引
受
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ

ま
し
た
が
、「
剣
で
相
手
と
突
き
合
う
」

く
ら
い
の
知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
、今
回
の
「
銃
剣
道
競
技
」

と
同
じ
く
ら
い
一
般
に
馴
染
み
の
な
い
種

目
で
し
た
。
さ
あ
、
そ
こ
か
ら
協
会
の
設

立
、
選
手
の
育
成
な
ど
様
々
な
困
難
が
待

ち
受
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
、選
手
、監
督
、

役
員
の
宿
泊
や
移
動
手
段
の
確
保
、
岩
国

駅
へ
の
案
内
所
の
設
置
な
ど
に
も
骨
を
折

り
ま
し
た
。

司
会
▼
前
回
の
国
体
で
特
に
苦
労
さ
れ
た

こ
と
は
何
で
す
か
。

藤
本
さ
ん
▼
選
手
の
育
成
で
す
。
当
時
、

藤
本
光
亮
前
町
長

【
経
歴
】
昭
和
30
年
３
月

　
　
　
　

和
木
村
教
育
委
員
会
入
庁

　
　
　

平
成
５
年
か
ら
２
期（
８
年
間
）

　
　
　
　

和
木
町
長

 
国
体
わ
た
し
の
思
い
出

国
体
わ
た
し
の
思
い
出

No.1No.1

男
子
は
天
皇
杯
、
女
子
は
皇
后
杯
を
取
る

と
い
う
こ
と
が
最
大
目
標
で
し
た
の
で
、

な
ん
と
か
他
県
に
勝
て
る
選
手
の
育
成
を

し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
、

興
亜
石
油
（
現
：
新
日
本
石
油
精
製
）、

柳
井
学
園
、
熊
毛
南
高
校
、
岩
国
工
業
高

校
な
ど
に
呼
び
か
け
て
選
手
の
育
成
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
選
手
を

養
成
す
る
指
導
者
が
い
な
い
。
そ
こ
で
当

時
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
選
手
だ
っ
た
、
岩

堀
選
手
に
お
願
い
し
て
養
成
所
を
開
設
し

ま
し
た
。

司
会
▼
体
育
館
や
道
路
が
整
備
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
。

藤
本
さ
ん
▼
現
在
の
和
木
中
学
校
体
育
館

を
建
設
し
ま
し
た
。
建
設
に
あ
た
り
、
国

か
ら
起
債
（
借
金
）
を
し
て
ほ
し
い
と
要

請
が
あ
り
、
初
め
て
借
入
を
し
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
道
か
ら
体
育
館

前
ま
で
の
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

司
会
▼
町
民
の
盛
り
上
が
り
は
ど
う
で
し

た
か
。

藤
本
さ
ん
▼
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
盛
ん
に

行
い
ま
し
た
。
国
道
沿
い
に
カ
ン
ナ
の
花

を
植
え
た
り
、
町
内
の
花
だ
ん
で
は
サ
ル

ビ
ア
も
育
て
ま
し
た
。
特
に
、
婦
人
会
を

中
心
と
し
て
各
種
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

司
会
▼
そ
の
他
記
念
行
事

な
ど
を
行
い
ま
し
た
か
。

藤
本
さ
ん
▼
和
木
村
民

歌
（
現
和
木
町
民
歌
）

と
和
木
音
頭
を
作

り
ま
し
た
。

山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54 － 0031）
　　　　　　　　　（ 54 － 0032）

銃 剣 道 競 技 会

本大会　会期：平成 23年 10 月 7日（金）～ 9日（日）会場：和木中学校体育館
　　　　リハーサル大会　会期：平成 22年 8月 22日（日）　　　会場：和木中学校体育館

作
詞
は
石
本
美
由

起
さ
ん
、
作
曲
は

遠
藤
実
さ
ん
で
し

た
。
和
木
音
頭
の

歌
は
、
当
時
大
人

気
だ
っ
た
〝
こ
ま

ど
り
姉
妹
〟
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ど
う
や
っ

て
お
願
い
し
た
ら
い
い
の
か
手
探
り
で
し

た
の
で
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
和
木
村
誌
稿
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
し
ま
し
た
。

司
会
▼
大
会
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

藤
本
さ
ん
▼
他
県
の
選
手
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、「
笑
顔
、
誠
意
を
持
っ
た
お
も
て

な
し
」を
心
が
け
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
親
切
、
丁
寧
に

職
員
が
総
出
で
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
高
松
宮
殿
下
が
ご
観
覧
に
来
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
警
備
や
お
出
迎

え
等
の
段
取
り
な
ど
に
も
神
経
を
使
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

司
会
▼
今
回
の
国
体
に
向
け
て
一
言
ご
指

導
を
。

藤
本
さ
ん
▼
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
し
た
組

織
を
作
る
こ
と
。
そ
し
て
事
務
局
長
が
全

体
を
把
握
し
て
、
職
員
を
き
ち
ん
と
動
か

す
。
職
員
は
、
成
功
の
た
め
に
一
致
団
結

す
る
こ
と
。
こ
れ
が
一
番
で
は
な
い
か
と

思
う
。
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
な
ど
の
町
民

運
動
も
担
当
課
と
協
力
し
て
盛
り
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
務
局
も
し
っ

か
り
頑
張
っ
て
、
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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日　

時
▼
５
月
30
日　
　

９
時
～

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目
▼
男
子
Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

　
　
　
　

女
子
Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

試
合
方
法
▼�

リ
ー
グ
戦
ま
た
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦

組
合
せ
▼
主
催
者
一
任

参
加
料
▼
一　

般　

１
，
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

高
校
生　
　
　

８
０
０
円
／
人

　
　
　
　

中
学
生　
　
　

５
０
０
円
／
人

申
込
期
限
▼
５
月
21
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー
２
８
１
１
）

日　

時
▼
６
月
５
日　
　

　
　
　
　

８
時
30
分
～
13
時

　
　
　

※
雨
天
の
場
合
は
、６
月
12
日

会　

場
▼
和
木
町
民
庭
球
場

ク
ラ
ス
分
け
▼
男
子
並
び
に
女
子

参
加
料
▼
１
，
０
０
０
円
／
ペ
ア

　
　
　
　

※
当
日
徴
収

試
合
方
法
▼�

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競

技
規
則

申
込
み
▼�

体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
所
定
の

申
込
用
紙
に
よ
る
。

申
込
期
限
▼
５
月
28
日

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー
２
８
１
１
）

日　

時
▼
５
月
10
日　

～

　
　
　
　

毎
週
月
曜
日
（
計
６
回
）

　
　
　
　

19
時
～
21
時

場　

所
▼�

町
民
庭
球
場
（
体
育
セ
ン
タ
ー

前
）

受
講
料
▼
３
，
０
０
０
円

定　

員
▼
20
名

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
期
限
▼
５
月
７
日

申
込
み
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

※�
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
町
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ
ス
部

　
　
　
　

小
倉
常
雄
（
和
木
１
丁
目
）　

自
宅
（

53
ー
３
２
５
９
）

携
帯
（

０
９
０
ー
７
９
９
５
ー
２
３
９

　
　
　
　

２
）

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

和
木
町
近
郊
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（土）

（日）
（金）

（土）
（金）

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

期　

日
▼
３
月
28
日

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結　

果
▼

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

第
１
位　

関
谷
実
代
（
美
和
剣
友
会
）

第
２
位　

水
落
朋
哉
（
岩
国
練
武
会
）

第
３
位　

上
田
晃
輔
（
美
和
剣
友
会
）

【
小
学
生
中
学
年
の
部
】

第
１
位　

関
谷
和
生
（
美
和
剣
友
会
）

第
２
位　

立
石　

空
（
岩
国
練
武
会
）

第
３
位　

桧
垣
敦
哉
（
岩
国
練
武
会
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

第
１
位　

関
谷
祐
史
（
美
和
剣
友
会
）

第
２
位　

松
前
直
人
（
岩
国
練
武
会
）

第
３
位　

河
原
剛
志
（
岩
国
練
武
会
）

【
中
学
生
の
部
】

第
１
位　

増
野
栄
樹
（
錦
中
学
校
）

第
２
位　

梅
川
文
佳
（
錦
中
学
校
）

第
３
位　

内
藤
大
貴
（
岩
国
練
武
会
）

期　

日
▼
４
月
４
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼

　

優　

勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

和
木
町
剣
道
練
成
会
大
会

岩
国
リ
ー
グ
第
１
節

１
３
１
名
が
入
団

　

４
月
９
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平

成
22
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
剣
道
部

６
名
、サ
ッ
カ
ー
部
33
名
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
27
名
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
13
名
、

軟
式
野
球
部
24
名
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
16
名
、
体
操
部
12
名
が
入
団

し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
川
口
雄
大
く
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
代
表
し
て
「
僕
た
ち
は
、
健
康
な

身
体
と
心
を
養
い
、
次
代
を
担
う
立
派

な
人
間
に
な
り
ま
す
」
な
ど
、
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式誓いの言葉を述べる川口雄大くん

（金）
（月）
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和
木
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
は
、
国
保
の
人
間
ド
ッ

ク
が
受
診
で
き
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
た
め
、
特
定
健
診
の
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
方
も
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

者
▼
国
保
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方

実
施
機
関
▼
木
村
医
院
、
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

自
己
負
担
額
▼

●
胃
透
視
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
有　

２
，９
３
０
円

●
胃
透
視
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
無　

１
，６
５
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（

52
ー
２
１
９
５
）

●
入
院
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
る
場
合

・
「
限
度
額
適
用
（
・
標
準
負
担
額
減
額
）
認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

・
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
高
額
療
養
費

の
適
用
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で
す
み
ま

す
。

・
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
食
事
代
（
食
事
療
養
費
）
も
軽
減
さ
れ

ま
す
。

・
70
歳
以
上
で
課
税
世
帯
の
方
は
、
高
齢
受
給
者
証
の
提
示
で
、
限

度
額
ま
で
の
負
担
で
す
む
た
め
、
認
定
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
非
課

税
世
帯
の
方
は
、
食
事
代
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。）

　

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
保
健
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
の
方
へ
は
、
お

渡
し
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（

52
ー
２
１
９
５
）

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

問合せ ▼保健福祉課（資格について）（ 52 － 2195）・税務課（保険料について）（ 52 － 2193）

■ 対象者は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間において、
　　（１）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）
　　（２）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）
　として失業等給付を受ける方です。
　※申請の際は、雇用保険受給資格者証をお持ちください。

■ 軽減額は？
　国民健康保険料は、前年の所得などにより算定されます。
　軽減は、前年の給与所得をその３０／１００とみなして行います。

■ 軽減期間は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間です。
　※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
　※�国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健康保険に

加入するなどにより国民健康保険を脱退すると終了します。

■ 制度が始まる前の失業は対象外ですか？
　�　制度が始まる前１年以内（平成 21 年３月 31 日以降）に離職された方は、平成 22 年度に限

り国民健康保険料が軽減されます。
　※ただし、平成 21 年度の保険料は対象となりません。ご了承ください。

“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格者）や
“雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）をされた方へ

平成22 年４月から国民健康保険料が軽減されます平成22 年４月から国民健康保険料が軽減されます平成22 年４月から国民健康保険料が軽減されます
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４
月
14
日
、
各
単
位
子
ど
も
会

育
成
会
の
役
員
と
、
町
子
連
執
行

部
の
皆
さ
ん（
約
50
名
）に
よ
り
、

「
平
成
22
年
度
和
木
町
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
総
会
」（
吉
田

浅
美
会
長
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
河
村
教
育
長
、

柏
村
小
学
校
長
が
挨
拶
さ
れ
、
家

庭
や
子
ど
も
会
等
の
役
割
の
重
要

さ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
平
成
21
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
監
査
報
告
お
よ
び

平
成
22
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

案
に
つ
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ
、

町
子
連
及
び
各
単
位
子
ど
も
会
の

活
動
が
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
の
活
動
が

顕
著
で
あ
っ
た
団
体
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
３
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

和
木
町
婦
人
会
（
西
田
敏
子
会

長
）
は
、
３
月
30
日
に
、
和
木
町

文
化
会
館
に
お
い
て
総
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
古
木
町
長
、
河

村
教
育
長
か
ら
、
婦
人
会
活
動
へ

の
感
謝
と
期
待
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
・
会

計
報
告
に
続
い
て
平
成
22
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

会
の
活
動
方
針
等
が
確
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、
平
成
22
年
度
の
重
点

目
標
に
次
の
四
点
を
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
、
文
化
会
館
に
お
い

て
、
第
３
回
社
会
教
育
委
員
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
の
事
業
報
告
が
主
な
内
容
で
し

た
が
、
施
設
使
用
に
お
け
る
「
受

益
者
負
担
」
の
原
則
と
い
う
時
代

の
趨す
う
せ
い勢
や
近
隣
自
治
体
の
現
状
を

踏
ま
え
つ
つ
、
町
内
の
各
社
会
教

育
施
設
の
利
用
の
仕
方
等
に
つ
い

て
、
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
使
用
料
と
い
う
視
点

か
ら
の
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た

が
、
和
木
町
の
社
会
教
育
や
生
涯

学
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
後

更
に
協
議
を
深
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
充
実
し
た
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
、
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
、
生
徒
の
安
心
で
安
全
な

学
校
体
制
づ
く
り
の
た
め
、指
導
・
助
言
を
い
た
だ
く
指
導
員（
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
に
、
沖
中
功
幹
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度　

婦
人
会
重
点
目
標

○�

健
や
か
な
子
ど
も
が
育
つ
地
域
環
境
を

つ
く
ろ
う

○�

相
手
を
思
い
や
る
精
神
を
育
み
、
健
康

で
明
る
く
生
き
よ
う

○
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

○
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
実
践
し
よ
う

～
主
役
は
僕
ら
、
私
た
ち　

あ
つ
ま
れ
笑
顔
の
和
木
町
子
ど
も
会
～

団体表彰（ ）は 21 年度会長
○瀬田子ども会（山本　望さん）
○前組子ども会（米本道江さん）
○上組子ども会（村橋隆行さん）

　

沖
中
先
生
は
、
昨
年

度
も
幼
稚
園
、小
学
校
、

中
学
校
を
巡
回
し
て
い

た
だ
き
、
学
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
諸
課
題
に
対
す
る

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
子
ど

も
の
安
全
の
た
め
、
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

沖中 功幹さん
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　タバコを吸うことで体にどんな影響があるでしょうか。喫煙を続けることで肺が黒くなる、

がんのリスクが高くなる…など、健康に良い影響を与えないということは多くの方がご存知の

とおりです。

　喫煙について、さまざまな調査が行われています。喫煙習慣者の割合は、年々減少していま

すが、20代、30 代の女性については増加傾向にあります。また、高校生を対象にした調査では、

高校３年生において毎日喫煙している人の割合は男子で 13％、女子で４．３％と未成年でも日

常的に喫煙をしている人がいるのが現状です。

　タバコの煙には目に見えない有害物質が含まれており、その有害物質

は肺胞・口腔・気道・胃・腸管などから体内に吸収されます。他にも、

喫煙は血液が身体中に栄養を運ぶという正常な機能を邪魔してしまい

ます。必要な栄養が行きわたらないために臓器の働きを鈍くしてしまう

という影響もあるのです。妊婦さんの喫煙が、早産のリスクを高めたり

低体重児が生まれやすくなるなど胎児の発育に異常を来たしてしまう

のは、おかあさんと赤ちゃんをつないでいるへその緒に通っている血管

から十分な栄養が行かないことが理由です。

　近年、公共施設での分煙、対面販売の徹底、タバコ税の増税等の対策をきっ

かけに、「禁煙しようと思う」という意見も多いそうです。習慣になってい

ることをやめることはとても難しいと思います。本人にとって生活の一部と

なっているのですから。かかりつけの医師や、保健相談センターに相談する

ことも可能です。ご自身や周りの方の禁煙、節煙について是非考えてみてく

ださい。

　10～ 20代を中心とした年齢層で麻しんが流行したため、平成20年度から平成24年度までの
５年間、中学１年生と高校３年生に相当する年齢の者を対象に、麻しん風しん予防接種の２回目の接
種機会を提供することになりました。同時に風しん対策も行う観点から、ワクチンは原則麻しん風し
ん混合ワクチンを使用します。少しでも早く免疫を獲得し、お子さんと町の健康づくり、感染症予防
のために、６月までに受けられることをお勧めします。３期・４期の対象者の方だけでなく、１期・
２期の対象者の方もお子さんの体調の良いときになるべく早めに受けましょう。
　なお、各年度の対象者は上記のとおりです。２期・３期・４期の対象者へは毎年４月上旬ごろ個別
通知にてお知らせしています。

　※予防接種は、町が委託している山口県内及び大竹市内の一部の医療機関で受けることができます。

問合せ ▼保健相談センター（５２－７２９０）

麻しん風しんの予防接種を受けましょう！

平成２２年度麻しん風しん予防接種対象者

１ 期

２ 期

３ 期

４ 期

生後 12 ～ 24 ヵ月未満

５歳以上７歳未満の者で、小学就学前の１年間
（平成 16 年４月２日～平成 17 年４月１日生）

中学１年生に相当する年齢の者
（平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生）

高校３年生に相当する年齢の者
（平成４年４月２日～平成５年４月１日生）
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健康体操
日　時 ▼５月 21 日（金）　10 時～ 11 時 30 分
内　容 ▼『楽しい健康体操』
準　備 ▼動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・バスタオル・お茶
申込み ▼５月 19 日（水）まで
会場および問合せ先は

保健相談センター（５２－７２９０）

　音や音楽に合わせて、お子さんの笑顔を見つけ
てみませんか？
　みなさんお誘い合わせの上、ぜひご参加くださ
い。

日　時 ▼６月７日（月）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
場　所 ▼保健相談センター講堂
対　象 ▼乳幼児とその保護者
内　容 ▼ミュージックセラピー
申込み ▼５月 28 日（金）まで。
　　　　※先着 20 組で締め切ります。
主　催 ▼和木町母子保健推進協議会
問合せ ▼保健相談センター（５２－７２９０）

●作り方

①団子をつくる
　�白玉粉に水を少しずつ加えて混ぜ、耳たぶ位の
固さになるまでこねる。
　人数分に丸めたあんを白玉粉の生地で包み、たっ
��　ぷりの湯で茹でる。（冷水にとらない）
②みつをつくる
　�砂糖と水を鍋に入れ、ひと煮立ちさせる。抹茶
を加え、溶く。水溶き片栗粉でとろみをつける。
茹であがった団子を加えて出来上がり。
　（１人分エネルギー　170 キロカロリー）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送して
います。ご覧ください。

抹茶の風味でおいしさが一段と増します。
  （和木町食生活改善推進協議会　２班）

白玉粉 …………
水 ……………………
こしあん ………… 
砂糖 ………………
水 …………………
水溶き片栗粉 ……
抹茶 …………

100 ｇ
適宜

 50 ｇ
60 ｇ

300ml
少々

小さじ１

ぬくぬく団子抹茶みつ ( 材料４人分 )

★は申込みが必要です

月日（曜） 行　　事 対　　　　象 受 付 時 間 場　　所
5月 19 日（水）

20 日（木）

21 日（金）

27 日（木）

6 月 2 日（水）
3 日（木）
4 日（金）
7 日（月）
9 日（水）

10 日（木）

２歳児歯科検診
健康相談
プレイルーム
元気アップ教室★
プレイルーム

すくすく計測・相談会
フッ素塗布★
プレイルーム
健康相談

ミュージックセラピー★
妊婦さんのつどい★
赤ちゃんのつどい★
プレイルーム

平成 20 年 2 月～ 5月生
一般の方

乳幼児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

平成 18 年 6 月 1 日～ 19 年 5 月 31 日生
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方
妊婦とそのご家族の方
乳児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

13：00 ～ 13：10
9：30 ～ 10：30
10：00 ～ 15：00
10：00 ～ 11：30
10：00 ～ 15：00
13：30 ～ 14：30
13：00 ～ 13：20
10：00 ～ 15：00
9：30 ～ 10：00
10：30 ～ 11：30
9：30 ～ 12：00
9：30 ～ 13：00
10：00 ～ 15：00

保健相談センター
体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

（5 月 16 日～ 6 月 15 日）

子育ての輪づくり運動子育ての輪づくり運動
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一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業

所
な
ど
で
は
、
防
火
管
理
者
を
定
め
、
防

火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
事
業
所
関
係
者
に
防
火
管
理

者
の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日　

時
▼

　

甲
種　

６
月
24
日　

及
び
25
日

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
受
付
は
９
時
か
ら
）

　

乙
種　

６
月
24
日

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
受
付
は
９
時
か
ら
）

場　

所
▼
岩
国
市
今
津
町
６
丁
目
２
ー
24

岩
国
地
区
消
防
組
合　

消
防
本
部
講
堂

受
講
手
続
▼
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
消

防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
６
月
１
日　

～
11
日　

【
注
意
】
定
員
（
甲
乙
合
計
で
80
名
）
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

防
火
管
理
者
の
資
格
や
選
任
が
必
要
な

事
業
所
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課

（

22
ー
１
３
２
０
）

行

政

相

談

各
種
お
知
ら
せ

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
５
月
20
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（

52
ー
１
６
１
６
）

※�

町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
右

記
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（

52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所
▼�

い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（

29
ー
１
５
２
５
）

心
配
ご
と
相
談

精
神
保
健
相
談

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
わ
き
！

　

―

無
料
電
話
相
談―

　

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や
不
安

な
ど
の
相
談
を
受
け
る
電
話
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
▼

０
１
２
０
ー
81
ー
７ナ
ヤ
ミ
ゼ
ロ

８
３
０

　

受
付
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
※
た
だ
し
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（

53
ー
３
１
２
３　

内
線
２
５
２
）

　

―

適
応
指
導
教
室―

　

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

友
だ
ち
関
係
で
悩
ん
だ
り
、
い
じ
め
、
仲

間
は
ず
れ
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
学
校

へ
行
け
な
く
な
っ
た
り
教
室
に
入
れ
な
く

な
っ
た
ら
、
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
で
自
分
を

見
つ
め
、
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

ま
し
ょ
う
。
元
気
に
な
っ
て
通
学
・
進
級

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
専
門
の
先
生

と
お
話
し
し
た
り
、
お
勉
強
し
た
り
で
き

る
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（

52
ー
９
９
０
０
）

　
　
　
　

教
育
委
員
会

（

53
ー
３
１
２
３　

内
線
２
５
２
）

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

特
設
人
権
相
談
所

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
和
木
町
で
は
町
長
の

推
薦
に
よ
り
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
６
月
１
日　
　

13
時
～
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館　

講
習
室

相
談
内
容
▼
法
律
、
人
権
、
土
地
、
家
屋
、

金
銭
貸
借
、
離
婚
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
活

上
の
心
配
事

相
談
員
▼
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（

43
ー
１
１
２
５
）

　

利
用
者
等
の
声
（
困
っ
た
、
不
平
、
納

得
が
い
か
な
い
等
）、
利
用
者
等
か
ら
の

通
報
（
不
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

て
い
る
等
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
▼
９
時
～
17
時

※
土
・
日
・
祝
祭
日
除
く

苦
情
・
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
▼

山
口
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（

０
８
３
ー
９
９
５
ー
１
０
１
０
）

（木）

前
期
甲
種
（
乙
種
）

防
火
管
理
講
習
会

（火）

（火）

（金）

（1）（2）

（木）

（金）

（木）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
相
談
は

国
保
連
合
会
へ
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保
険
料
納
付
状
況

※�

平
成
22
年
度
に
初
め
て
定
期
便
が
送
付

さ
れ
る
人
と
、
節
目
年
齢
（
35
歳
・
45

歳
・
58
歳
）
に
な
る
人
以
外
は
、
①
～

③
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
も
の
が
更
新

し
て
通
知
さ
れ
、
⑤
・
⑥
に
つ
い
て
は

直
近
１
年
分
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（

０
５
７
０
ー
０
５
８
ー
５
５
５
）

　

岩
国
年
金
事
務
所（

24
ー
２
２
２
２
）

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢

者
の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ

わ
せ
て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

敬
老
金
の
給
付
は
、
満
75
歳
（
昭
和
10

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
11
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
方
）
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
か
ら

始
ま
り
、
６
月
に
４
～
９
月
分
、
12
月
に

10
～
３
月
分
を
給
付
い
た
し
ま
す
。

　

敬
老
金
は
原
則
、
皆
さ
ま
か
ら
申
請
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
金
融
機
関
口
座
へ
の

振
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
地
区
の

民
生
委
員
が
給
付
手
続
き
の
た
め
、
お
宅

へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※�

昭
和
10
年
10
月
１
日
～
昭
和
11
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方
の
支
給
手
続
き
は
、

11
月
に
お
伺
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
５
）

　

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
障
害
の

区
分
及
び
級
別
に
よ
っ
て
は
、
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、軽
自
動
車
税
が
減
免（
全

額
免
除
）
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
原
則
と

し
て
、
障
害
者
本
人
が
所
有
し
て
い
る
軽

自
動
車
等
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら

①
障
害
者
の
方
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
方

②�

障
害
者
の
方（
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
に
限
る
）
を
常
時
介
護
す
る
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も
減
免
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
の
申
請
期

限
は
、
５
月
25
日　

ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

税
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（

52
ー
２
１
９
３
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日　

で
す

　

今
年
度
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
て

い
ま
す
。

◆
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期

　

�

５
月
当
初
に
お
送
り
し
ま
す
。（
納
期

限
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

　

�

納
税
通
知
書
の
様
式
を
コ
ン
ビ
ニ
対
応

に
し
ま
し
た
。

※�

今
ま
で
ど
お
り
、
金
融
機
関
や
県
税
事

務
所
窓
口
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
県
税
事
務
所

（

29
ー
１
５
０
２
）

軽
自
動
車
税
減
免
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

県
税
（
自
動
車
税
）
の
納
付
の
お
願
い

（火）

（月）

　

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
の
た
め
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
が
対
象
者
の
皆
さ

ま
の
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

訪
問
し
ま
し
た
際
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
▼

　

65
歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　

75
歳
以
上
高
齢
者
ふ
た
り
暮
ら
し
世
帯

　

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
６
）

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
民
年
金
お
よ

び
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
に
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
加
入
者
の
誕
生
月
に
、
保
険

料
納
付
実
績
や
年
金
額
の
見
込
み
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
個
人
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
し
、
現
役
世
代
の
方
に
保
険

料
負
担
と
年
金
給
付
の
関
係
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

通
知
内
容
▼

①
年
金
加
入
期
間

②�
将
来
の
年
金
見
込
額
（
年
金
受
給
中
の

方
に
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。）

③
保
険
料
の
納
付
額

④
年
金
加
入
履
歴

⑤�

厚
生
年
金
の
全
て
の
期
間
の
月
ご
と
の

標
準
報
酬
月
額
、
賞
与
額
、
保
険
料
納

付
額

⑥�

国
民
年
金
の
全
て
の
期
間
の
月
ご
と
の

　子ども手当は、中学３年生（15 歳到達後の最初の年度末）までの子ども１人につき、月額 13，000 円
を支給します。平成 21 年度に児童手当を受けられていない方、中学２年生または３年生の子どもがお
られる方は、住民サービス課（公務員の方は勤務先）で、手続きが必要となります。５月 14 日（金）ま
でに手続きをされませんと６月に支給することができません。手続きが遅くなると、10 月以降の支給に
なりますので、ご注意ください。

問合せ ▼住民サービス課（５２－２１９４）

子ども手当の支給手続きはお済みですか？

６月の支給を希望される方は５月 14 日（金）までに手続きが必要です。６月の支給を希望される方は５月 14 日（金）までに手続きが必要です。

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
送
付
さ
れ
ま
す

敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
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第
９
回
歌
と
踊
り
の
発
表
会

●
和や
わ
ら
ぎ木
の
里
愛
石
会
銘
石
展

日　

時
▼
５
月
23
日　

～
５
月
30
日 

　
　
　
　

10
時
～
17
時

展
示
内
容
▼
人
間
の

こ
し
ら
え
も
の
の
世

界
か
ら
し
ば
ら
く
逃

れ
て
天
然
無
垢
、
無

作
為
で
己
の
心
に
迫

る
自
然
石
を
求
め
寒

中
酷
暑
、
風
雨
も
厭

わ
ず
海
、
山
、
川
か

ら
集
め
た
水
石
（
山

水
景
状
石
）、
珍
し

い
石
等
々
70
石
あ
ま
り
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
会
期
中
は
愛
石
会
の
会
員
が
常

駐
し
ま
す
。

●
第
７
回
あ
ざ
み
の
会
展
示
会

日　

時
▼
６
月
３
日　

～
６
月
７
日

　
　
　
　

10
時
～
17
時

　
　
　
　

※
最
終
日
は
16
時
閉
館
で
す
。

展
示
内
容
▼
あ
ざ
み

の
会
の
会
員
に
よ
る
、

和
紙
く
る
み
人
形
、

千
草
流
ち
ぎ
り
絵
な

ど
多
数
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
会
期
中
は
、

あ
ざ
み
の
会
の
会
員

が
常
駐
し
ま
す
。
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
文
化
協
会（

52
ー
２
１
９
１
）

和
木
美
術
館
情
報

（日）

（日）

（木）

（月）

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的

な
理
由
等
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
見
ら
れ
な
い
世

帯
（
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
全
額
免
除
世
帯
が

対
象
）
に
対
し
て
、
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給

付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

申
込
期
限
▼
７
月
２
日　

申
込
書
等
の
送
付
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信

料
全
額
免
除
世
帯
に
対
し
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

か
ら
「
放
送
受
信
料
全
額
免
除
証
明
書
」

と
「
支
援
の
申
込
書
一
式
」
を
送
付
し
ま

す
。（
た
だ
し
21
年
度
に
支
援
の
申
込
み

を
さ
れ
た
世
帯
を
除
く
）
具
体
的
な
時
期

は
左
記
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆�

平
成
22
年
３
月
末
現
在
の
放
送
受
信
料

全
額
免
除
世
帯　

５
月
上
旬
到
着
め
ど

◆�

平
成
22
年
４
月
中
に
新
た
に
放
送
受
信

料
全
額
免
除
と
な
っ
た
世
帯

５
月
下
旬
め
ど

※�

支
援
を
受
け
る
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信

契
約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
る
べ
く
早

め
に
契
約
手
続
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身
で
購

入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
等
の

費
用
の
精
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

（

０
５
７
０
ー
03
ー
３
８
４
０
）

（金）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
の

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど
の
支
援

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
６
日　

に
延
期

場　

所
▼
町
内
全
域（
お
住
ま
い
の
地
域
）

【
注
意
】

○�

家
庭
の
ご
み
（
剪
定
ご
み
な
ど
）
を
出

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○�

草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々

に
あ
る
程
度
ま
と
め
て
路
肩
等
に
積
ん

で
く
だ
さ
い
。

○�

交
差
点
な
ど
回
収
車
が
停
車
で
き
な
い

場
所
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー
２
１
９
４
）

日　

時
▼
５
月
16
日　
　

13
時
～
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館

※
美
術・工
芸
作
品
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー
８
６
４
４
）

（日）

（日）

（日）

第
１
回
和
木
町
議
会
報
告
会

春
の
町
内
一
斉
清
掃

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐

震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数

が
３
以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額　

60
万
円

※�

耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に

耐
震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
６
月
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（

52
ー
２
１
９
７
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

　

春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、当
日
は
各
自
治
会
の
指
示
に
従
っ

て
い
た
だ
き
、
事
故
等
に
は
十
分
に
ご
注

意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時
▼
５
月
30
日　
　

８
時
～

　

民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
図
り
町
民
の
皆
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
、
議
会
活
動

の
報
告
や
町
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

行
う
た
め
に
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

議
会
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

お
聞
き
し
、
議
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
４
日　
　

18
時
～
20
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

問
合
せ
▼
議
会
事
務
局（


52
ー
２
１
３
７
）

（金）
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和
木
駅
が
出
来
て
色
々
様
子
を
見
て

い
ま
す
。
急
な
雨
や
雪
で
傘
を
持
た
ず

ぬ
れ
て
帰
る
町
民
の
方
々
、
学
生
を
見

る
と
、
貸
し
傘
で
も
駅
に
設
置
し
て
あ

る
と
助
か
る
の
に
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
。
傘
に
「
和
木
駅
」
と
書
き
、
貸
し

出
し
ノ
ー
ト
で
も
置
い
て
お
け
ば
町
民

の
み
ん
な
が
喜
ぶ
の
で
は
な
い
で
す

か
。
最
近
、
駅
も
治
安
が
よ
く
な
い
の

で
ど
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
町
民
の

た
め
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

確
か
に
和
木
駅
に
急
な
天
候
の
変
化

に
対
応
す
る
無
料
貸
し
傘
が
あ
れ
ば
便

利
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、提
案
者
の
方
も
言
っ

て
お
ら
れ
ま
す
よ
う
に
和
木
駅
が
若
者

の
た
ま
り
場
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

駅
の
ト
イ
レ
、
壁
等
破
損
す
る
こ
と
が

あ
り
、
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
見
守
り
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
、
今

年
度
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
し
対
策
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
無
料
貸
し
傘
を
設
置
し
管
理
し

て
い
く
こ
と
は
、
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
回
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
安
全
管
理
上
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

提
言
箱
は
役
場
（
玄
関
）、
文
化
会

館
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分

館
、
瀬
田
分
館
、
和
木
駅
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
「
声
」

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
、

ご
本
人
へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
投
稿
の
際
に
は
、
必
ず
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
匿
名
等
の
提
言
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
政
の
参
考
に
は
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
広
報
紙
で

の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※�

広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ

る
方
を
除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（

52
ー
２
１
３
６
）

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

回
　

答

ご
提
言
無
料
貸
し
傘
に
つ
い
て

　役場議会棟１階に開設している町民相談室で取り扱った、平成２１年度の町民相談並びに無料法律
相談の件数は下記のとおりです。

町　政　問　題 個　人　問　題
担　当　課

企 画 総 務 課
住 民 サ ー ビ ス 課
保 健 福 祉 課
都 市 建 設 課
税 務 課
教 育 委 員 会
議 会 事 務 局

合　　　計

相談件数 処理件数
6
12
0
10
0
1
1
30

6
12
0
10
0
1
1
30

相　談　内　容
家 庭 内 問 題
相 隣 関 係
金 銭 関 係
そ の 他

合　　　計

相談件数 処理件数
12
9
7
6

34

12
9
7
6

34

※その他とは、問合せ・照会等

相談件数 件　　数 相談件数 件　　数 相談件数 件　　数
平成２１年８月 平成２２年２月 合　　　　計

相談コード
開　催

家 庭 関 係
金 銭 関 係
不 動 産 関 係
そ の 他

合　　　計

１
１

２

１
１

２

１

１

１

１

１（2）
１（1）
１（0）
０（1）
３（4）

１（2）
１（1）
１（0）
０（1）
３（4）

町政、個人問題内容別相談業務取扱件数

無料法律相談利用状況

（）内数字は前年（平成 20年度）実績

町民相談室の窓町民相談室の窓
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次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

吉
岡　

嗣
俶
さ
ん（
関
ヶ
浜
地
区
）

　

奥
田　

安
則
さ
ん　
（
瀬
田
地
区
）

　

秋
山　

忠
俊
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

　

田
中　

厚
彦
さ
ん　
　
（
岩
国
市
）

　

河
野　
　

求
さ
ん　
（
瀬
田
地
区
）

　

古
谷　

清
子
さ
ん　
（
瀬
田
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

　

大
友　

勝
さ
ん　
　
（
和
木
地
区
）

　

田
尾　

勲
さ
ん　
　
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

　

和
木
町
原
爆
被
害
者
の
会

●
指
定
寄
附

　

和
木
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

寄
付
・
寄
贈

今月の納税
軽自動車税

町営住宅使用料

上下水道使用料

　町税などの納税は便利な口座振替
をご利用ください。

問合せ ▼税務課（５２－２１９３）

・・・・・・・・・・・・・・ 全期分

・・・・・・・・・・ ５月分

・・・・・・・ ３・４月分

水
枯
れ
し
川
面
彩
り
花
菜
咲
く

抱
卵
の
鴉
を
た
た
く
山
雨
か
な

花
冷
や
天
守
見
上
げ
る
黒
い
猫

も
の
の
け
の
罷
り
通
れ
り
春
嵐

火
の
神
を
見
上
げ
し
仰
ぐ
山
桜

ひ
ゅ
る
ひ
ゅ
る
り
風
吹
き
抜
け
し
麦
の
秋

【
相　

談
】

　

し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
困
っ
て
い

ま
す
。
断
っ
て
も
繰
り
返
し
同
じ
業

者
か
ら
勧
誘
電
話
が
か
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
取
り
締
ま
る
法

規
制
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

事
例
の
よ
う
な
電
話
勧
誘
販
売
は

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
で
規

定
し
て
お
り
、
様
々
な
規
制
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
商
品
が

適
用
に
な
る
の
で
は
な
く
、
政
令
で

指
定
さ
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
限

り
ま
す
。
電
話
勧
誘
販
売
を
す
る
際

に
、
事
業
者
の
氏
名
や
名
称
及
び
販

売
す
る
商
品
等
の
種
類
、
勧
誘
を
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
告
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事

例
の
よ
う
に
、
契
約
を
締
結
し
な
い

旨
の
意
思
を
表
示
し
た
者
に
対
す
る

勧
誘
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
行
政
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
電
話
勧
誘
販
売
の
定
義

　

販
売
業
者
等
が
、
電
話
を
か
け
、

ま
た
は
政
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り

電
話
を
か
け
さ
せ
、
そ
の
電
話
に
お

い
て
行
う
売
買
契
約
等
の
勧
誘
か
ら
、

当
該
売
買
契
約
の
申
込
み
や
締
結
を

郵
便
等
で
受
け
る
場
合
を
電
話
勧
誘

販
売
と
し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

■
自
分
か
ら
電
話
を
か
け
た
場
合

　

自
分
か
ら
電
話
を
し
、
勧
誘
さ
れ

て
も
電
話
勧
誘
販
売
に
該
当
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
上
記
の
政
令
で
定
め

る
方
法
で
、電
話
、郵
便
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
よ
り
商
品
の
売
買
の
勧
誘
で

あ
る
こ
と
を
告
げ
ず
に
電
話
を
か
け

る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
や
、
他
の

者
に
比
べ
著
し
く
有
利
な
条
件
で
売

買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
告
げ
、

電
話
を
か
け
る
こ
と
を
要
請
す
る
な

ど
電
話
を
消
費
者
か
ら
か
け
さ
せ
る

場
合
は
電
話
勧
誘
販
売
と
し
て
適
用

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（

52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　

静
子
（

52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

消費者生活

   相談だより

しつこい勧誘電話に困っています

Vol.59

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

神
園　

静
美

賀
屋　

笑
子

広
宇
次
信
子

横
川
美
代
子

森
本　

初
子

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

春
覆
う
も
ど
り
の
雪
に
土
筆
の
子

頭
を
あ
わ
て
引
っ
込
め
て
ゐ
む　

み
ど
り
児
の
ひ
孫
は
日
々
に
成
長
す

老
い
ゆ
く
吾
と
対
比
拡
大

う
ら
ら
か
な
春
の
陽
ざ
し
に
木ぼ

け瓜
の
花

白
と
ピ
ン
ク
の
色
の
ハ
ー
モ
ニ
ー　

「
さ
よ
う
な
ら
」
言
葉
に
力
み
な
ぎ
ら
せ

子
等
は
未
来
へ
胸
張
り
て
ゆ
く

想
い
出
は
わ
か
ち
合
う
人
あ
れ
ば
こ
そ

一
人
し
思
え
ば
寂
し
さ
つ
の
る



16




